
2015～2016年度 No.1

　第 　４　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

近藤地区ガバナー 村木第１副地区ガバナー 細川第２副地区ガバナー

○  L久保田　明雄　委員長 ○  L　茅島　純一副委員長 ○  L赤對 亮美副委員長

○  L　泉孝之行 委員 ○  L　松井　政廣委員 ○  L　寶田　義也 委員

 L　坂井　敬志 委員  L　中島　喜弘委員  L長谷川　敏一 委員

 L野村　起成 委員  L　沖　憲尚 委員  L　佐竹　稲史 委員

○  L大城　朝明 委員  L佐々木　大介委員

L鹿野　祥誠　CAB副幹事
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①災害発生時のタイムリーな緊急災害対策支援の推進

②災害発生時の地区内緊急連絡網の整備とその対応
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イ東日本復興支援コンサート開催の件

ロその他

6 議事

イ今後の委員会活動に関して

ロ次回委員会開催日

ハその他
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3 大城Ｌ初参加で紹介が行われる。

4

災害発生時の地区内緊急連絡網の整備とその対応　継続審議

作　成　者

出ています。一方で国内は落ち着いています。皆さんも体に気をつけて緊急時すぐ動けるように常日頃から気をつけて下さい。

次　　　第

　Ｌ赤對 亮美

災害発生時のタイムリーな緊急緊急災害対策支援の推進　継続審議

　２０１6年 1月12　日水曜日１6時００　分　～１6時００分　新年会を予定次回開催日時
　　　　　　場所

師走に入ってから既に半ばですが今インドの南部で24時間で200ミリを超える降雨があり100年ぶりといわれる大災害が

初参加委員より自己紹介

本年度地区ガバナーよりの諮問事項の確認

報告事項

閉会

審議経過事項の概要

司会の茅島副委員長が出席者の確認を行い、議事録にＬ赤對が任命された

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行茅島　Ｌ

出席者の確認・議事録者指名

委員長挨拶

　２０１５年１２月１６日水曜日　　　　　１７時００　分　～　１８時　００分

エスカイヤクラブ　新宿文化ビル店にて

　出席オブザーバー

緊急援助震災支援委員会

 L　久保田　明雄

出　席　者
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委員長から新たにライオンズメンバーの雄志を募って災害時の支援物資を原価乃至は特別価格で提供してくれるような

リストを作ったらどうかというテーマが提供された。

次回委員会開催日は2016年1月12日　３：４５〜

委員長より検討の余地はあるがライオンズは単年度で行われるという原則がある。それをどう解決するかが大きな問題

となるのでのではないかとの指摘があった。

所有し焚きだし、援助物資の支援などに使えるような形になるものを継続していってはどうかとの提案がある。

楽しく実りある委員会活動を残り半分頑張りましょうという委員長からの閉会の挨拶で忘年会に移行した。

審議経過事項の概要

終息の方向に向かっているので、こちらからの支援は不要という状況

12月16日　17時から

松井Ｌより緊急支援は継続して知識やノウハウを貯めていくもの。時期に継続できるような緊急援助の車両をキャビネットで

することはできるが、その後の維持、運営、管理などを考えると継続がたいへんに困難であるので審議を打ち切った。

コンサートが催される。ついてはチャリティーコンサートのプロジェクトチームを発足することになった。第2回目の会議

議　　　題

新年会を兼ねて

No.2

が12月16日10時〜12時キャビネット事務局で開催される。できるだけ出席するように。出欠は進藤幹事まで。

今後の委員会活動に関して

委員会として単年度にとらわれない何かを残したいということで炊き出しに使う車両、器具一式を委員会の持ち物として

次年度以降に引き継いでいくという議題が前回提出された。イベントなどを打って資金を集め車両その他を計画的に購入

東日本復興支援コンサート開催の件

３３０Ａ，３３２Ｃ地区を中心に2016年3月3日14時〜の日程で東日本復興支援を目的としたフジコ・ヘミングウエイの


